
































 第一節 交通拠点の検証と交通拠点からの都市機能誘導区域の評価 
 第二節 都市機能誘導区域の規模（範囲）の検証と評価 
 第三節 都市機能誘導区域全体の面積割合 
第三章 誘導施設の検証 
 第一節 都市機能誘導区域のカバー人口からみる誘導施設の設定 
 第二節 都市機能誘導区域の設定における標準カバー人口基準の検討 











































































































































































































 駅関連 バス関連 
 設定 測定 合計 設定 測定 合計 
半径 300m以内 － 1 1 0 10 10 
半径 500m以内 27 13 40 4 2 6 
半径 800m以内 34 25 59 15 14 29 
半径 1km以内 21 32 53 3 5 8 
半径 1km超 － 44 44 1 － 1 
複数へ － 1 1 － － 0 
範囲不明 － 10 10 － － 0 
合計 － － 208 － － 54 
 
表 1 都市機能誘導区域における範囲（拠点１か所）集計表 
  駅関連 
駅関連
 
 300m 500m 800m 1km 1km超 
300m 0 － － － － 
500m － 2 － － － 
800m － － 14 － － 
1km － － － 13 － 
1km超 － － － － 23 
 



























歩圏として半径 800ｍとしており、バス停を中心とした場合は 300m を基準としている
ことから、「駅から 800m」、「バス停から 300m」という数値を今回の検証結果に当ては
めてみると、交通拠点 1 か所の駅関連のみで 100 区域、バス関連のみで 10 区域確認で
きた。また、複数の交通拠点を有する場合、駅関連のみで 16 区域、バス関連のみで 91











 300m 500m 800m 1km 1km超 
300m 91 － － － － 
500m － 34 － － － 
800m － － 7 － － 
1km － － － 4 － 
1km超 － － － － 2 
 
  バス関連 
駅関連
 
 300m 500m 800m 1km 1km超 
300m － － － － － 
500m 6 11 2 － － 
800m 37 4 6 1 － 
1km 4 14 1 － － 
1km超 5 
 
表 3 都市機能誘導区域における範囲（バス関連／バス関連）集計表 
表 4 都市機能誘導区域における範囲（駅関連／バス関連）集計表 
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札幌市 25,017.0   25,017.0  1,009.8  4.0%  
熊本市 10,734.0   10,734.0  3,148.0  29.3%  
宇都宮市 9,199.0   9,199,0  1,733.0  18.8%  
松山市 7,029.0   7,029.0  2,262.0  32.2%  
富山市 7,264.0  1,142.2  8,406.2  3,858.0  45.9%  
尼崎市 4,670.0   4,670.0  507.4  10.9%  
枚方市 4,182.0   4,182.0  861.0  20.6%  
長岡市 4,780.0  518.0  5,298.0  535.6  10.1%  
福井市 4,685.0  284.0  4,969.0  601.0  12.1%  
松本市 4,008.0   4,008.0  783.0  19.5%  
大和市 2,007.3   2,007.3  405.1  20.2%  
豊川市 3,495.0   3,495.0  1,260.0  36.1%  
弘前市 2,830.0   2,830.0  656.6  23.2%  
周南市 3,982.0  469.4  4,451.4  288.4  6.5%  
守口市 1,178.0   1,178.0  594.0  50.4%  
鶴岡市 2,327.0   2,327.0  187.1  8.0%  
東近江市 1,417.9   1,417.9  198.9  14.0%  
越前市  1,875.0  1,875.0  163.8  8.7%  
鯖江市  1,538.3  1,538.3  898.0  58.4%  
湖南市 1,425.0   1,425.0  163.2  11.5%  
五泉市  787.4  787.4  292.0  37.1%  
菊池市  367.6  367.6  161.1  43.8%  
八幡浜市  501.0  501.0  163.6  32.7%  
輪島市 334.0   334.0  198.8  59.5%  

















































































































































































































































1,448,850 1,859,794 28,454 76,093 74,126 178,673 9.6% 
（出典）都市計画現況調査結果より筆者作成 




































の人口規模 [国土交通省]」の資料（表 10）を用い、誘導施設の設定を検証した。 
 
 







札幌市 1,934,600   18 107,477   
北九州市 971,800   12 80,983   
新潟市 801,300   2 400,650   
熊本市 733,000   18 40,722   








































表 10 サービス施設の立地する確率が 50％及び 80％となる自治体の人口規模 
 サービス施設 存続確率 50％ 存続確率 80％ 
医療 一般診療所 500人 
 歯科診療所 500人   3,500人   
 一般病院 7,500人   27,500人   
 救急告示病院 22,500人   42,500人   
 地域支援病院 225,000人 
 救急救命センター 225,000人 
 先進医療を実施する病院 175,000人   435,000人   
介護 介護老人福祉施設 500人   3,500人   
 通所・短期入所介護事業 6,500人   9,500人   
 介護老人保健施設 9,500人   27,500人   
 訪問介護事業 22,500人   27,500人   
 有料老人ホーム 52,500人   125,000人   
金融 郵便局 500人 
 銀行（中央銀行を除く） 8,500人   9,500人   
商業 飲食料品小売業 500人 
 書籍・文房具小売業 1,500人   2,500人   
 ショッピングセンター 87,500人   92,500人   
 百貨店 275,000人   375,000人   
 旅館・ホテル 500人 
 映画館 175,000人   275,000人   
文化・教育 博物館・美術館 72,500人   225,000人   








































サービス施設 存続確率 50％ 存続確率 80％ 
一般病院 7,500人 27,500人 
自治体名 都市計画区域内人口 区域数 カバー人口 自治体名 都市計画区域内人口 区域数 カバー人口 
新潟市 801,300 2 400,650 守山市 80,900 3 26,967 
福島市 272,900 1 272,900 上越市 160,100 6 26,683 
太田市 222,000 1 222,000 豊川市 181,000 7 25,857 
岡崎市 379,300 2 189,650 小牧市 153,700 6 25,617 
関市 82,400 1 82,400 野洲市 50,700 2 25,350 
北九州市 971,800 12 80,983 志木市 73,500 3 24,500 
新発田市 79,700 1 79,700 長岡市 241,700 10 24,170 
豊橋市 378,000 5 75,600 箕面市 135,100 6 22,517 
行橋市 72,700 1 72,700 下野市 60,100 3 20,033 
川越市 349,200 5 69,840 たつの市 77,200 4 19,300 
周南市 134,700 2 67,350 流山市 173,600 9 19,289 
東海市 112,700 2 56,350 菊池市 36,700 2 18,350 
水戸市 270,500 5 54,100 佐久市 98,900 6 16,483 
宇都宮市 527,600 10 52,760 西条市 110,600 7 15,800 
三条市 91,700 2 45,850 八幡浜市 30,400 2 15,200 
八尾市 269,100 6 44,850 千曲市 60,500 4 15,125 
小諸市 43,300 1 43,300 四国中央市 88,500 6 14,750 
熊本市 733,000 18 40,722 あわら市 29,300 2 14,650 
長岡京市 80,300 2 40,150 輪島市 14,200 1 14,200 
鶴岡市 119,700 3 39,900 見附市 40,300 3 13,433 
越前市 79,300 2 39,650 毛呂山町 35,100 3 11,700 
府中市 35,600 1 35,600 小城市 45,800 4 11,450 
土浦市 141,700 4 35,425 大村市 89,400 8 11,175 
鯖江市 68,600 2 34,300 越前町 32,700 3 10,900 
小田原市 194,300 6 32,383 都城市 151,800 15 10,120 
岐阜市 414,400 13 31,877 福崎町 19,300 2 9,650 
五泉市 62,600 2 31,300 川西町 16,100 2 8,050 
枚方市 406,200 13 31,246 むつ市 54,900 7 7,843 
有田市 30,000 1 30,000 湖南市 54,800 7 7,829 
桜井市 59,300 2 29,650 鳩山町 14,400 2 7,200 
胎内市 28,700 1 28,700 土佐市 28,100 4 7,025 
和歌山市 362,600 13 27,892     
 













 第二節 都市機能誘導区域の設定における標準カバー人口基準の検討 
区域数の考え方がなく、各自治体によりばらばらになるのであれば、解決策として標準的
な１区域あたりのカバー人口を定めれば、おのずと区域数は決まってくることとなる。 












































 サービス施設 存続確率 50％ 存続確率 80％ 
医療 一般診療所 500人 
 歯科診療所 500人   3,500人   
 一般病院 7,500人   27,500人   
金融 郵便局 500人 
 銀行（中央銀行を除く） 8,500人   9,500人   
商業 飲食料品小売業 500人 
 書籍・文房具小売業 1,500人   2,500人   
 











































































  以上のうちの「駅関連施設から 800m、バス関連施設から半径 300m」の数値基準を用











[1]  国土交通省, “第８版 都市計画運用指針,” 15 06 2017. [オンライン]. Available: 
http://www.mlit.go.jp/common/001193396.pdf. [アクセス日: 28 02 2018]. 
[2]  国 土 交 通 省 , “ 都 市 圏 参 考 資 料 , ”  [ オ ン ラ イ ン ]. Available: 
http://www.mlit.go.jp/common/001042019.pdf. [アクセス日: 28 02 2018]. 
[3]  “国土形成計画の推進に関する世論調査 ,”  08 2015. [オンライン ]. Available: 
https://survey.gov-online.go.jp/h27/h27-kokudo/index.html. [アクセス日: 28 02 2018]. 
[4]  日刊スポーツ, “イオン葛西店「朝活」２時間前倒しで売り上げ３割増,” 22 12 2016. [オ
ンライン]. Available: 
https://www.nikkansports.com/general/nikkan/news/1755045.html. [アクセス日: 28 
02 2018]. 
 
 
